
 
平成 22 年度中国青年代表団第１陣が来日 

約 500 名が各分野で交流、中国 56 民族すべて集結 
 
 
「21 世紀東アジア青少年大交流計画（日中 21 世紀交流事業）」の一環として、５月

26 日から 6 月 2 日まで平成 22 年度中国青年代表団第１陣（総団長＝倪健・中華全国青

年連合会主席助理）が来日した。一行は、青年指導者 98 名、メディア 55 名、経済界 48
名、教育関係者 34 名、公務員 70 名、医療衛生 34 名、対日観光関係者 34 名、司法関係

者 30 名、文化芸術 28 名、少数民族 60 名で構成された計 491 名。同団の派遣は中華全

国青年連合会、受け入れは当財団が担当した。少数民族分団は当財団が実施、その他各

分団は、それぞれ他団体に実施を委託した。 
 東京滞在中の 5 月 27 日夕方には、同青年団の歓迎レセプションを開催。程永華・中華

人民共和国特命全権大使をはじめ、多くの来賓、受入団体関係者が出席し、代表団を歓

迎した。また、早稲田大学よさこいチーム「東京花火」がよさこいを披露。幻想的にア

レンジされた音楽に乗って艶やかな衣装で舞う踊り子らに向かって、団員らは競うよう

にカメラのシャッターを切っていた。代表団からは、少数民族分団全員が登壇して歌と

踊りを披露。中国 56 民族すべての民族衣装を身にまとって勢揃いした光景は壮観で、い

まだかつてない程の華やかな舞台となった。 

 翌 28 日は、分団ごとに都内で視察・交流に参加。29 日からは山梨、群馬、愛知、神

奈川、秋田、岐阜、京都、大阪、静岡、埼玉、北海道、奈良、兵庫、長野等に分かれ、

各分団のテーマに沿ったセミナーや日本青年との交流会等を体験。日中の相互理解と協

力の重要性を改めて認識した様子だった。 
 

 
 
 
                      

 
  
 
 
 

少数民族全員で披露した歌舞。56 民族が 

そろって海外に出る機会は非常に稀だという 

歓迎の辞を述べた谷野作太郎会長代行（左５）

と記念撮影する少数民族の団員達 

少数民族が日本文化を体験 

 
当財団が実施した少数民族分団(分団長=呉金光・中国国家民族事務委員会国際司副司

長、一行 60 名)は、国家民族事務委員会に所属する６つの民族大学から構成され、東京

のほか、千葉、神奈川、京都、大阪を訪問した。 
5 月 27 日に訪れた江戸東京博物館では、江戸・東京の 400 年の歴史に関する映像を見

た後、4 グループに分かれ、ボランティアガイドの案内により館内を視察。丁寧な説明を

受けた一行は、当時の文化や生活模様、復興の様子を十分に理解できたようだ。 
翌 28 日には、麗澤大学を訪問し、中山理学長の歓迎挨拶と大学の紹介を受けた後、中



国語学科の学生との交流を行った。６グループに分かれた交流は、日本の学生とともに

ウイグル族文化の展示会や緑豊かな校内を見てまわり、中国語の授業も参観した。数時

間ではあったものの、日本の学生も高いレベルの中国語で積極的に交流し、双方とも有

意義な成果を収めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 
裏千家で茶道を志す関係者と交流し、 

慣れない正座でお茶をいただく団員 

 

 
31 日に訪れた京都では、裏千家を訪問。裏千家センターでお点前のデモンストレーシ

ョンを見ながら、お茶とお菓子のいただき方を学び、堪能した。その後の質疑応答では、

団員から「どうして同じ茶碗でお茶を飲むのか」、「主人と正客との間にはなぜ距離があ

るのか」など活発に質問が出た。裏千家学園での交流は、５グループに分かれ、学園生

による着付けや日本茶道における作法の説明を受け、楽しみながら日本文化を学ぶ貴重

な体験となった。 

中国語学科の学生にキャンパスを 

案内してもらう（麗澤大学） 

同日午後には、大阪へ移動し、国立民族学博物館へ。須藤健一館長から、館内には約

30 万点の資料を所蔵、1 万 3,000 点の民族資料が展示されているとの説明を受け、団員

たちは驚いた様子だった。館内の中国展示コーナー参観の際には、団員たちは自分の民

族が研究されているか熱心に見学していた。 
 このほか、環境、防災施設見学として有明水再生センターや京都市市民防災センター

を見学。また、国会議事堂、パナソニックセンター東京、金閣寺、嵐山などを参観する

など、日本の風土、政治、経済、歴史、環境、防災、文化等について、幅広い見識を得

る機会が得られた。 
東京で行われた歓送報告会には、文徳盛中華人民共和国駐日本国大使館政治部参事官や

渡邊信之外務省アジア大洋州局中国・モンゴル課地域調整官らが出席。団員が活動の成果

やパフォーマンスを披露し、盛会のうちに訪日を締めくくった。 

 
大きな病気や怪我をする団員もなく、代表団一行は 8 日間の日程を終え、6 月 2 日成

田空港より全員無事に帰国した。本事業の実施にご協力頂いた外務省、中国大使館、受

入関係機関等の皆様に厚く御礼申し上げたい。 
（総合交流部）   

 



2010.5.25.

オリエンテーション

経済産業省職員による

専門レクチャー「日本の３Ｒ政策」

国会議事堂参観 東京大学キャンパスツアー

先端技術館＠TEPIA参観 池袋防災館参観

都立北園高校訪問

日本文化体験（茶道部体験）

神奈川県へ移動 埼玉県へ移動

東芝科学館参観 埼玉県防災学習センター参観

講義：「環境教育と青少年育成につ
いて」（キープ協会） 郡上踊り体験など 松下資料館参観 日本青年と小江戸川越散策

参観：清里 高山市散策 京友禅染め体験 合宿セミナー

農家体験・食文化体験

地域住民との交流会

文化体験 青年企業家と座談会

男鹿市民との交流 青年企業家と交流夕食会

大阪府表敬訪問（一部団員）、他団員は
別会場でオリエンテーション

オリエンテーション兼夕食会

日本の若手教員との合宿セミナー

杉並区立和田小学校訪問

東京から逗子へ移動

富士ビジターセンター参観
富士周辺参観

資生堂訪問・意見交換

皇居・二重橋参観

日本青年との交流

新江ノ島水族館参観

日本青年と秩父ハイキング
手染め体験

鎌倉散策・お茶体験

神奈川県表敬訪問
県行政概要説明

秋田県へ移動

逗子から山梨へ移動

E団　公務員

オリエンテーション・展示場視察（ＡＥ合同）

江戸東京博物館参観

セミナー・座談会：「日本青年の国際協力について」（ＪＩ
ＣＡ地球ひろば）（ＡＥ合同）

講義・意見交換：「日本の公務員制度」

国会議事堂参観

成田空港着

東京大学
講義：「日本の教育事情概要」

日本の若手教員との合宿セミナー

(財）日中友好会館主催　歓迎レセプション　※全分団合同

太陽光発電施設参観
北杜市役所表敬

群馬県庁表敬
「ぐんま赤 糸プ ジ クト

豊田市表敬
「とよたこどもスマイルプラン 大久保浄水場参観

甘楽郡参観

日

AM

オリエンテーション

A団　青年指導者

視察・講義：「青少年育成について」（独立行政法人国立青少年教育振興機構）

国会議事堂参観

日中交流環境プログラム

日中交流地域振興合宿プログラム

 日中交流地域振興合宿プログラム

土

銀座で経済調査
本所防災館にて防災体験

浅草寺・浅草参観
講義・視察：「すくすくスクールの取り組みについて」

山梨県へ移動

商業施設参観

ホームステイ

岐阜へ移動

AM 秋田朝日放送訪問 岐阜県表敬（産業 観光業の説明など）

5 5/30

C団　経済界 D団　教育関係者

1 水

金

2

PM

5/29

AM

PM

着付け体験・清水寺参道散策

京都へ移動講義「川崎市の環境の取り組み」

ホームステイ

愛知県へ移動

PM

群馬県へ移動

AM

平成22年度中国青年代表団第1陣　全体日程表 A～E団

PM

5/27 セミナー・座談会：「日本青年の国際協力について」（ＪＩＣＡ地球ひろば）（ＡＥ合同）

日時

木

PM

オリエンテーション・JICA地球ひろば展示場視察（ＡＥ合同）

3 5/28

4

皇居・二重橋参観

B団　メディア

日本のメディア事情概要講義

日経新聞社訪問

外務省中国・モンゴル課長の講演

5/26

AM

ＴＯＹＯＴＡメガウェブ参観

男鹿視察

白川郷視察

大阪城参観

体験：だるま絵付け 神奈川県議会議場見学・意見交換

参観：榛名山ロープウェー 議員との夕食懇親会

三洋電機参観 都内へ移動 都内へ移動

東京へ移動 本所防災館参観 商業施設参観

参観：先端技術館ＴＥＰIA 参観：パナソニック 商業施設参観 商業施設参観 商業施設参観
講義：住民参加型まちづくりに
ついて（世田谷トラストまちづく

り）

歓送報告会

PM

商業施設参観

成田へ移動 成田へ移動

BDG団共通歓送報告会

東京へ移動

富士周辺参観

成田空港より帰国

県行政概要説明

BDG団共通歓送報告会
ＡＥ団共通歓送報告会（会場：都内ホテル）/成田へ移

動

北杜市役所表敬
「青少年育成への取り組み」

「ぐんま赤い糸プロジェクト」
「とよたこどもスマイルプラン

について」

参観：トヨタ会館・工場

大久保浄水場参観

ＡＥ団共通歓送報告会（会場：第一ホテル両国）/成田へ移動

埼玉県庁表敬・講義：「ア
ニメで地域おこし」

象印マホービン㈱工場見学

8 6/2 水

PM

PM

月

AM

AM

AM

教育関係企業（ベネッセ等）訪問

7

6 5/31

6/1 火

秋田朝日放送訪問 岐阜県表敬（産業、観光業の説明など）

秋田魁新報社訪問・意見交換

東京へ移動東京へ移動

参観：サントリー天然水白州
工場

東京へ移動

岐阜放送、岐阜新聞訪問・座談会

東京へ移動

１



2010.5.25.

オリエンテーション 車中オリエンテーション オリエンテーション

歓迎夕食会 軽食 歓迎夕食会 オリエンテーション兼夕食会

皇居・二重橋参観 観光庁表敬・講義 劇団四季芸術劇場視察 国会議事堂参観

国会議事堂見学
テーマ「外客誘致戦略と中国人観光客の動向
について」

劇団四季の社会貢献活動講義 浅草寺・仲見世参観

法務省訪問 ミュージカル｢キャッツ｣鑑賞

最高裁判所訪問 ｢キャッツ」出演者との交流会

国会議事堂参観

日中法律家交流協会表敬

講義　感染症治療に関する国際協力と研究 「ＡＣジャパンの活動」講義

厚生労働省表敬訪問

臨海副都心　お台場　参観 最先端技術館｢ＴＥＰＩＡ」視察

遊覧 観 箱

平成22年度中国青年代表団第1陣　全体日程表　F～Ｊ団

日時 F団　医療衛生 G団　対日観光関係者 H団　司法関係者 I団　文化芸術 J団　少数民族

1 5/26 水 PM

成田空港着

オリエンテーション

2 5/27 木

AM 法務省訪問

PM

国立国際医療センター訪問
講義・意見交換：「日本の修学旅行に
ついて」

江戸東京博物館参観

（財）日中友好会館主催　歓迎レセプション　※全分団合同

3 5/28 金

AM オリンパスメディカルシステムズ　訪問 日本の旅行会社との意見交換 日本の伝統文化｢能楽｣講義と体験 麗澤大学訪問･交流

PM
観光学科学生による東京都内案内

日本人学生との交流夕食会

日中法律家交流協会幹部との会食
国連極東アジア犯罪防止研究所訪問

大学法科大学院・企業法務部門等との交流

有明水再生センター参観
お台場海浜公園参観

商業施設参観

雷門、隅田川遊覧 皇居二重橋参観 箱根へ移動

名古屋へ移動 国会議事堂視察 大涌谷参観

愛知学院大学法学院訪問・交流 諏訪市へ移動 寄木細工つくりの体験

伊豆半島・富士の景観参観
旭川医科大学遠隔医療センター訪問 遠隔医療に

関する講義　吉田 晃敏　学長 京都へ移動

高台寺にて茶道体験

二条城、嵐山参観

地元産官学交流会

北海道庁表敬訪問 平城遷都1,300年祭・平安宮跡参観 軽井沢町表敬訪問

札幌市内の病院視察

札幌市医療関係者との交流会

銀座・秋葉原・浅草商業施設参観 東京へ移動 秋葉原散策 銀座・浅草商業施設参観 東京へ移動

報告会・送別会　終了後成田へ BDG団共通歓送報告会 歓迎報告会 報告会・送別会　終了後成田へ 歓送報告会

成田へ移動 東京タワー等参観

成田へ移動

PM

4 5/29 土

AM 旭川へ移動 奈良へ移動

PM 旭山動物園　参観 農家民宿施策説明

5 5/30 日

AM 農家民宿アクティビティ体験 霧が峰高原・諏訪高島城参観 京都へ移動

PM 小樽市：オルゴールづくり体験
地域住民との交流会

日本文化体験
商業施設参観

合宿スタート日本青年と合流
地元氏子と御柱曳行体験

終了後軽井沢にて日中青年交流合宿

金閣寺参観
商業施設参観

嵐山参観

6 5/31 月

AM 支笏洞爺国立公園　参観
東大寺・奈良公園参観

奈良県庁表表敬 兵庫県庁訪問
先端医療技術センター参観

地方裁判所公判参観
兵庫県警察本部見学
神戸法曹界との交流

日中青年チーム対抗ボーリング大会
合宿解散

裏千家（茶道）交流

PM 国立民族学博物館参観
唐招提寺参観 軽井沢町白糸の滝・町内施設参観

7 6/1 火

AM 東京へ移動 京都参観（金閣寺・二条城） 東京へ移動 東京へ移動 京都市民防災センター参観

PM

8 6/2 水

AM
パナソニックセンター参観

成田へ移動

成田空港より帰国
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